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NPOパートナーシップ2010 用 語 解 説
私たちの暮らしの中には、たくさんの「困った」があります。
そんな悩みを困ったことに、自分たちでなんとかしようと行動する人たち
がいます。
これらの「市民による自発的な問題解決行動」を、一般に市民活動やボ
ランティア活動と言います。
それは、決して、「無報酬で社会や他人に奉仕をしたがっている人たち」
ではありません。
自分にも関係する問題に巻き込まれたり気づいたりしたために、見て見な
いふりができないで、放っておけなくなった人たちです。 

そして、そのような活動をしている団体（組織）のことを企業と比較した
場合「非営利組織（NPO）」行政と比較した場合「非政府組織 (NGO)」
と呼びます。
そうです。私たちに身近な市民活動団体のことも、NPO や NGO と呼
ぶのです。
(ここからはNPOという言葉を使って説明しますね。) 
「非営利」とは、お金を扱わないという意味ではなく、会社のように、利
益が出たら、その会社の所有者つまり経営者や株主の間で分配する、と
いうことをしませんという約束をした組織のことです。 それが非営利という
言葉の持つ意味です。
では、余剰金が出たら、どうするのでしょうか。
そうですね。もともとのその団体の目的、つまり、社会問題の解決のた
めにそのお金をもっと使うのです。
「営利 ( 利潤の分配 )を目的とせず、社会的な問題の解決を目的とする組
織」それが NPO です。社会問題の解決が目的なのに、同時に特定の人
たちへの分配を目的とするのはおかしいし無理があると誰でもわかります
ね。それでは、多くの人々に賛同してもらい、寄付や会費やボランティア(労
働力の寄付 ) をいただきながら活動することができなくなってしまうから、
組織原則として分配を禁じているのです。 

NPOの活動は、奥が深く、たくさんの幅広い活動があります。
福祉や環境の活動が有名ですが、市内でたくさん開催されている市民発
の祭りも、実行委員会という方式による市民活動ですね。子ども関連の
活動もたくさんあります。人生を豊かにする高齢者の元気な活動もありま
す。趣味を生かした社会貢献から、企業人中心のNPOもあります。

NPOって何？ ボランティアって何？NPOって何？ ボランティアって何？NPOって何？
ボランティア活動とは、自発的に（自発性・主体性の原則）、他者や社会
のために（社会性・連帯性の原則）、金銭的な利益を第一に求めない（無
給性・無償性の原則）活動のことです。また、誰もが暮しやすい豊かな
社会をめざして、さまざまな人や団体とつながり、ネットワークをつくりな
がら、社会の課題の解決に取り組む活動です（創造性・先駆性・開拓性
の原則）。
ボランティア活動の形態として、個人で行う活動のほか、グループ・組織
を立ち上げたり、メンバーとして所属しながら活動する場合もあります。 
そして、福祉、教育、文化、芸術、スポーツ、環境、国際協力、まちづくり、
人権など、幅広い分野でボランティアが活躍しています。

　4 月に静岡県藤枝市から仙台市へ転入しました。藤枝では、孟
宗竹の伐倒、ハイキングコースの整備等の仕事、団地周辺の植
樹地の下草刈りなどをしていました。
　仙台でも森の仕事をしたいと願っていたのですが、情報が入手
できませんでした。たまたま近くにＮＰＯプラザがあることがわか
り、たまたま訪れたところ、パンフがあった次第です。そして、
蔵王のブナと水を守る会がみつかったのでした。
　9 月に２回、10 月に 1 回参加しました。11 月からの活動にも
参加するつもりでおります。いいところをご紹介していただいて
感謝しております。（男性　K.S）

ＮＰＯ行事に気軽に参加したので、バックに “ 東北ろうきん ” が関
与しているとは、知りませんでした。（女性　M.Y）

大変有意義な体験をさせていただきました。今後の自分自身に
とって本当にためになる貴重な体験で、体験受け入れをしてくだ
さった団体には感謝の気持ちでいっぱいです。
　このような機会を作っていただき、本当にありがとうございま
した。（女性　H.M）

　担当の学生６名と一緒にNPO一日体験を行いました。
　「ごみゼロやまがた環境展 ‘09」では、「環境」に関わる企業・
団体が製品・技術・活動を PR するためにさまざまな趣向を凝ら
しており、入場者の関心を高める工夫や仕掛けが随所に用意され
ていました。
　体験は、エコカー・省エネ家電・太陽光パネルなどの地球温
暖化防止問題に関する周知啓発に関する事柄でした。
　CO2 の排出量を国毎に比較できる実重量の水を来場者に持ち
比べてもらったり、家庭で取り組んでいるエコ生活のチェックア
ンケートや手回しで発電点灯させるなどの取り組み、お楽しみ抽
選等に携わりました。
　中でも着ぐるみ人形に入り愛嬌をふるまうことでは、首や肩に
重く負担がかかり、視野が極端に狭く身動きが取りにくい上に汗
も吹き出て、体験者一同これほど疲れるとは思いもしなかった、
とのことでした。
　そのほかに、来場者に喜んでもらえるように対応することの難
しさを感じたり、積極的に働くことができた自分を発見し楽しく
なったりもしたようです。
　NPO がミッションを達成するためにいろいろな事業に取り組ん
でいる様子がよく理解できた貴重な一日体験となりました。どう
もありがとうございました。（男性　N.S）

ボランティアって何？
ⒸROKIN

みやぎの公益活動ポータルサイトみんみんから
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活動体験参加申込書


